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高齢者人口の将来推計

2

2006年12月推計



○75歳以上人口は、多くの都道府県で2025 年頃までは急速に上昇するが、その後の上昇は緩やかで、
2030 年頃をピークに減少する。
※2030年、2035年、2040年でみた場合、2030年にピークを迎えるのが34道府県、2035年にピークを迎えるのが9県
※沖縄県、東京都、神奈川県、滋賀県では、2040年に向けてさらに上昇

○2015年から10年間の伸びの全国計は、1.32倍であるが、埼玉県、千葉県では、1.5倍を超える一方、山
形県、秋田県では、1.1倍を下回るなど、地域間で大きな差がある。

７５歳以上人口の将来推計（平成２７年の人口を１００としたときの指数）

国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口(平成25(2013)年3月推計)」より作成
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沖縄県（2040年に向けて上昇）

埼玉県（2025年の指数が全
国で最も高い）

東京都（2040年に向けて上昇）

山形県（2025年の指数が全
国で最も低い）

島根県（2030年以降の指数が
全国で最も低い）
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２０１５年から 2 0 2 5年までの各地域の高齢化
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4（出所）総務省「国勢調査」、社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成24年1月推計）」 （出生中位・死亡中位）、厚生労働省「人口動態統計」

65歳以上

64歳以下
20歳以上

19歳以下

＜2050年＞
「肩車型」

＜1965年＞
「胴上げ型」

＜2012年＞
「騎馬戦型」
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65歳以上1人に対して、
20～64歳は9.1人

65歳以上1人に対して、
20～64歳は1.2人（推計）
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65歳以上1人に対して、
20～64歳は2.4人

子ども・子育て支援等

高齢者が長く
働ける環境づくり

人
口
（万
人
）・構
成
比

「肩車型」社会へ
今後、急速に高齢化が進み、やがて、「１人の若者が１人の高齢者を支える」という厳しい社
会が訪れます。

社会保障改革により、支え手
を少しでも増やす努力が必要
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１年間の
出生数（率）

102万人
（1.37）

56万人
（1.35）

182万人
（2.14）



主要先進国における
平均寿命の推移
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わが国の平均寿命の推移
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わが国のGDPの推移
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職業別の新規求人倍率の推移
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